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問題行動未然防止について 

 

 立春の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。日頃より本校の教育活動につきまして、

ご理解とご協力を賜り御礼申し上げます。 

 さて、本校においては、今年度の生徒の問題行動件数が例年に比べて著しく増加しており、厳重

注意や懲戒指導を受けた数も、昨年度の倍以上になっている状況があります。 

 この１カ月の間にも、毎週のように学生の本分に反する行為により懲戒指導を受ける生徒が多数

現れております。日頃から、問題行動の未然防止を呼びかけている中での事態に、大変憤りを感じ

るとともに強い危機感を持っております。 

 つきましては、今後このようなことが繰り返されないよう、学校・家庭が一体となった取り組み

を行っていく必要があります。参考として下記に事例を記しますので、ご家庭においても問題行動

の未然防止に向けて更なるご指導を徹底していただきますようお願いいたします。 

記 

 

1 過去の事案 

（１）2012年 3月 3日ペンションにて集団飲酒 

    恩納村のペンションで「卒業パーティー」として、卒業式後の夜に集団で飲酒したなどと

して、本島中部に住む高校生男女 38人が補導された。うるま署によると 38人は 1日の卒業

式後にペンションに宿泊した。2 日午前 1 時～午前 4 時 50 分まで飲酒した。付近の住民か

ら「声がうるさい」と 110番通報があり、警察官が駆けつけると、部屋にビールや缶チュー

ハイがあり、38人補導された。 

 （２）2017年末宿泊施設にて集団飲酒 

    本島南部の高校 3 年生男女 19 人が宿泊施設で集団飲酒した。一部の生徒が現地へ向かう

途中、車で事故を起こしていたため、集団飲酒が発覚し、停学処分となった。学校は、すぐ

に学校推薦を出していた就職先や進学先にこの件を報告し、生徒の進路に影響が出た。 

 

2 家庭で確認していただきたい事項 

 （１）友人宅への外泊を許可しない。 

 （２）深夜徘徊（22時～4時）をさせない。夜間の時間帯におけるお子様の所在や在宅確認徹底。 

（３）飲酒や喫煙をさせない。 

（４）「薬物乱用ダメ！絶対！」教育の徹底。誤った知識や好奇心から薬物乱用をさせない。 

（５）友人同士でのドライブやツーリングをさせない。また、車両通学をさせない。 

 


